
討 

論 

本
会
議
最
終
日
に
各
委
員
会
審

査
の
委
員
長
報
告
を
受
け
て
、

各
会
派
の
代
表
者
な
ど
が
賛
成
、

反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛
同
を

求
め
ま
し
た
。
 

市
長
提
出
議
案
 

市民病院 

８ 

○
『
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
』
 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
平
成
２１
年
度

か
ら
２３
年
度
ま
で
の
介
護
給
付
費
準
備

基
金
及
び
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
基
金
の
取
り
崩
し
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
６５
歳
以
上
の
人
口
や
要
介
護

認
定
者
及
び
介
護
保
険
利
用
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
介
護
保
険
の
継

続
的
か
つ
安
定
的
な
運
営
の
た
め
に
も
、

今
回
の
保
険
料
の
改
定
は
適
正
で
あ
る

も
の
と
理
解
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。
 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
保
険
料
の
所

得
段
階
を
６
段
階
か
ら
９
段
階
に
細
分

化
す
る
こ
と
で
、
被
保
険
者
の
負
担
能

力
に
応
じ
た
保
険
料
率
の
設
定
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
介
護
給
付
費
準
備
基
金

を
取
り
崩
し
、
介
護
従
事
者
処
遇
改
善

臨
時
特
例
交
付
金
を
基
金
と
し
て
積
み

立
て
、
第
４
期
に
お
い
て
全
額
を
取
り

崩
す
こ
と
は
、
保
険
料
負
担
の
軽
減
が

図
ら
れ
評
価
で
き
る
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。
 

　
公
明
党
　
は
、
「
保
険
料
の
設
定
で
、

所
得
段
階
を
６
段
階
か
ら
９
段
階
に
広

げ
る
こ
と
や
保
険
料
の
軽
減
を
図
り
、

基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
行
う
こ
と
で

保
険
料
の
大
幅
な
上
昇
を
抑
え
て
い
る
。

今
後
は
、
特
定
高
齢
者
に
加
え
、
一
般

高
齢
者
に
も
予
防
事
業
の
重
要
性
な
ど

を
周
知
徹
底
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
所

得
階
層
を
６
段
階
か
ら
９
段
階
に
す
る

こ
と
で
、
中
間
層
の
保
険
料
引
き
上
げ

を
若
干
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
本

人
非
課
税
の
保
険
料
基
準
額
を
値
上
げ

す
る
も
の
で
、
こ
の
保
険
料
は
愛
知
県

下
で
４
番
目
、
西
三
河
で
は
２
番
目
に

高
く
な
っ
て
お
り
、
減
免
制
度
の
見
直

し
も
な
く
市
民
の
負
担
を
増
や
す
も
の

で
あ
る
」
と
し
、
反
対
し
た
。
 

○
『
平
成
２１
年
度
一
般
会
計
予
算
』
 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
市
税
等
の
減

収
が
予
算
編
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
が
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
避
け
、

積
極
的
な
予
算
編
成
の
実
施
に
よ
り
『
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
予
算
』

と
し
て
、
住
み
や
す
い
ま
ち
日
本
一
を

目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組

む
予
算
と
な
っ
た
。
特
に
災
害
対
策
事

業
に
対
す
る
確
実
な
推
進
は
市
民
生
活

の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
評
価

す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
第
６
次
総
合

計
画
第
１
期
実
施
計
画
や
新
市
建
設
計

画
の
確
実
な
推
進
と
中
長
期
的
な
財
政

の
健
全
性
に
も
充
分
留
意
し
、
住
み
や

す
い
ま
ち
日
本
一
を
目
指
し
て
防
災
防

火
対
策
を
始
め
安
全
安
心
の
確
保
、
福

祉
医
療
の
充
実
、
教
育
環
境
の
充
実
な

ど
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
た
積
極

的
な
予
算
編
成
と
理
解
す
る
」
と
意
見

を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
公
明
党
　
は
、
「
市
税
の
大
幅
な
減

収
の
中
、
第
６
次
総
合
計
画
に
基
づ
く

重
点
施
策
の
確
実
な
推
進
と
災
害
対
策

事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
民
生
活

へ
の
影
響
を
配
慮
し
た
上
で
投
資
的
経

費
や
、
経
常
的
経
費
の
削
減
を
行
い
、

更
に
は
財
政
調
整
基
金
や
臨
時
財
政
対

策
債
も
活
用
し
、
選
択
と
集
中
に
よ
り

収
支
の
均
衡
も
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

評
価
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し

た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
法

人
市
民
税
３７
億
円
の
減
収
に
よ
り
歳
出

削
減
の
た
め
に
５４
項
目
の
事
業
が
中
止

や
延
期
を
さ
れ
て
い
る
。
無
駄
を
省
い

て
市
民
の
暮
ら
し
に
影
響
す
る
こ
と
の

な
い
執
行
を
求
め
る
が
、
共
済
費
に
つ

い
て
、
１１
月
の
都
市
共
済
へ
の
移
行
で

職
員
の
負
担
が
増
し
、
不
利
益
に
つ
な

が
る
」
と
し
、
反
対
し
た
。
 

○
『
平
成
２１
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算
』
 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
自
治
体
病
院

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
策
定
さ
れ
た
市
民
病
院
改
革
プ

ラ
ン
に
よ
る
経
営
の
効
率
化
を
推
進
し
、

地
域
医
療
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

基
幹
病
院
と
し
て
、
そ
の
使
命
を
果
た

す
べ
く
健
全
で
持
続
的
な
運
営
の
た
め

の
経
営
改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
」
と
意

見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
国
の
示
す
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、

病
院
事
業
の
健
全
経
営
を
図
る
た
め
改

革
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
２１
年
度
は
そ

の
実
行
の
初
年
度
で
あ
る
。
依
然
と
し

て
市
民
病
院
の
経
営
状
況
は
大
変
厳
し

い
環
境
下
で
は
あ
る
が
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
当
病
院
の
改
革
プ
ラ
ン
の
遂
行

に
努
め
ら
れ
た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。
 

　
公
明
党
　
は
、
「
２０
年
度
に
策
定
さ

れ
た
『
市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン
』
に
掲

げ
る
目
標
の
達
成
に
向
け
、
病
院
経
営

改
善
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
医
師
・
看
護
師
の
確
保
や
病
診
連

携
の
強
化
と
役
割
分
担
の
明
確
化
で
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
期
待
さ
れ
る
病
院
と

な
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
」
と
意
見
を

述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
看

護
師
は
実
質
１０
名
の
増
加
と
な
り
、
努

力
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
退
職
者
も

多
い
こ
と
か
ら
、
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
環
境
や
７
対
１
看
護
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
医
師
や
看
護
師
の
確
保
を
早

急
に
進
め
る
べ
き
」
と
し
、
反
対
し
た
。
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